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変わるネパールと
変
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
暮
ら
す

　

マ
オ
イ
ス
ト
の
内
乱
で
閉
塞
感
が
漂
う

ネ
パ
ー
ル
に
あ

っ
て
、
や
や
期
待
で
き
そ

う
な
新
た
な
動
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
在
外

ネ
パ
ー
ル
人

(N
R
N

"
ノ
ン

・
レ
ジ
デ

ン
ト

・
ネ
パ
ー
リ
ー
)

の
資
本
家
が
結
束

し
、
ネ
パ
ー
ル
の
開
発

の
た
め
に
投
資
し

よ
う
と
動
き
は
じ
め
た
こ
と
だ
。
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
ネ
パ
ー
ル
で
も
、
政
治
に
も
ま

し
て
経
済
が
国
家
を

つ
き
動
か
す
兆
候
が

現
わ
れ
は
じ
め
た
。

　
N
R
N
と
は
、
出
自
は
ネ
パ
ー
ル
に
た

ど
ら
れ
る
が
外
国
籍
を
も

つ
人

(
P
N

O

"
ピ
ー
プ
ル

・
オ
ブ

・
ネ
パ
ー
リ
ー

・

オ
リ
ジ
ン
)
と
、

一
年

の
半
分
以
上
を
イ

ン
ド
と
ブ
ー
タ
ン
以
外

の
外
国
で
暮
ら
す

ネ
パ
ー
ル
国
籍
所
有
者

の
こ
と
を
指
す
。

こ
れ
に
従
え
ば
、
日
本
に
超
過
滞
在
す
る

ネ
パ
ー
ル
人
労
働
者
も
N
R
N
だ
が
、
同

協
会
を
先
導
す
る
の
は
国
外
を
拠
点
に
活

躍
す
る
企
業
家
た
ち
だ
。
日
本
と
同
じ
く

「
二
重
国
籍
」
を
認
め
な

い
ネ
パ
ー
ル
で

は
、
外
国
籍
を
も

つ
ネ
パ
ー
ル
出
自
者
は

法
的
に
外
国
人
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ザ
な
し
で

の
入
国
や
不
動
産

の
売
買
、
相
続
が
で
き

な
い
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
対
す
る
協
会

の

要
望
は
、
こ
う
し
た
ネ
パ
ー
ル
出
自
者
が

祖
国
の
発
展
の
た
め
に
投
資
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

N
R
N
と
P
N
O
を
法
文
化
し
て
身
元
を

保
証
し
、
企
業
活
動
に
お
け
る
税
制
や
入
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国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授

写

真
・文

南

真
木
人

国
管
理
を
優
遇
す
る
こ
と
、
金
融
の
自
由

化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
八
項
目
で
あ
る
。

　
第

一
回
N
R
N
会
議
は
、
二
〇
〇
三
年

十
月
に
カ
ト
マ
ン
ズ
の
高
級
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
ネ
パ
ー

ル
が
そ

の
前
月
に
世
界
貿
易
機
関

(
W
T

O
)
に
、
後
発
発
展
途
上
国
と
し
て
初
め

て
加
盟
し
た
こ
と
と
無
縁
で
な
い
。
第
二

回
会
議
は
来
年

一
月
カ
タ
ー
ル
で
開
か
れ

る
予
定
だ
が
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
今
の
と

こ
ろ
、
協
会
の
要
望
に
応
じ
て
い
な

い
。

N
R
N
の
も

つ
潜
在
的
な
可
能
性
は
、
そ

の
会
長
が
第

一
回
会
議
に
ロ
シ
ア
か
ら
自

家
用
機
で
駆
け

つ
け
た
こ
と

一
つ
を
取

っ

て
も
明
ら
か
な
の
だ
が
。

　
興
味
深
い
の
は
、
N
R
N
に
は
イ
ン
ド

と
ブ
ー
タ
ン
に
住
む
ネ
パ
ー
ル
人
が
含
ま

れ
な

い
こ
と
だ
。
ネ
パ
ー
ル
と
イ
ン
ド
の

国
境
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
要
ら
な
い
オ
ー
プ

ン

・
ボ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
ブ
ー
タ
ン
は
近

年
ま
で
入
国
が
緩
や
か
だ

っ
た
の
で
、
把

握
で
き
な
い
規
模
の
人
口
移
動
が
見
ら
れ

る
か
ら
だ
。
そ
れ
ば
か
り
か
ネ
パ
ー
ル
は

イ
ン
ド
資
本
と
製
品
の
流
入
が
多
く
、
大

国
イ

ン
ド
の
政
治
的
影
響
力
も
強
い
。
図

ら
ず
も
N
R
N
の
定
義
は
、
イ
ン
ド
を
経

由
せ
ず
に
は
海
路
が
な
い
内
陸
国
ネ
パ
ー

ル
の
重
荷
と
矛
盾
を
露
呈
す
る
。
何
あ
ろ

う
、
N
R
N
と
い
う
表
現
自
体
が
N
R
I

(同
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
)
の
孫
引
き
な
の
だ
。
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